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細菌に及ぼす殺虫剤の影響について
安江安宜
緒 言
殺虫剤が徴生物にたいしてどのような影響を及ぼすかという問題については従来あまり研究がなさ
れていなし1ょうである. かつて伊沢(1924)は除虫菊抽出・液が回帰熱スピロヘータ Treponema 
recurrtmtisにたいして抗菌性をもつことを動物実験により証明し， Whetzel (1928)は硫酸石炭
が植物病原性の Alternaria属糸扶薗に有効であることを報じ，竹林(1929)は煙草戎分である
nicotineおよびその誘導体が諸種の人体病原菌にたいしてかなりの殺菌力があることを実験した.ま
た近年仁なって Wi1son(1946， 1948)はBHCとく仁 d-BHCを圃場仁撒布すると Azoto如cter
など有益土嬢徴生物の繁殖が阻饗されるが， DDTはこれらの徴生物に殆んど悪影響をおよぼさな
いといっている. 一方，弁』ェ(1952)はd'-BHC，r-heptach1orocyc1ohexaneが稲胡麻葉桔
病菌 Oph.iobolω Miyabeanusの発育を顕著に抑制することを発表した.
筆者は先年来2，3殺虫剤のもつ殺菌的性質について若干実験をおこなってきたので， とりあえ
ず細菌類とく仁チフス菌 Eberthelatyphosa，大腸菌 Escherichiacoli communis，茄子育枯病
菌 Bacteriumsolanaceum仁関する実験結巣をとこ仁報告する.
実験の部
この研究でおこなった殺菌カ試験は主に日本公衆保健協会法(伝染病研究所学友会編，細菌
学実脅提要， 1941，参照〉仁したがった.
実験 1:硫酸ニコチツのチフス菌仁対する殺菌カ
実験方法 1)供試菌 チブス菌 Ebeγthelatyphosa，伝染病研究所で筆者が累代培養してい
た保存菌株 (T.D株). 2)殺菌カ試験t後培養にもちいた培養基の組成はっきの遁りである.
肉エキス 10g， ペブトン10g， NaCl I.5g， 燕溜水1000cc以上を混和， 煮沸溶解したのち pH
7.0に反応修正後措過し，この増養液を lOccあて中試験管仁分注， 120oC， 15分， 1回高圧
滅菌をした. 3)供試薬 硫酸ニコチンは当時の農林省農事試験場化学部佐藤庄太郎博士から
介与された「硫酸二コチッ40Jである. まず滅菌蒸溜水で硫酸二コチγの50倍， 100傍， 500 
倍， 1，0∞倍水溶液を無菌的に調製し，各 10ccあて作用試験管仁おさめた.との場合硫酸二コ
チツ水溶液のpHは5.2-6.0であって高濃度ほど酸性度が強かった.4)作用温度つね仁200C
に調節した恒温水樽のなか仁各種濃度の試験溶液をいれた作用試験管を実験中漫潰した. 5)チ
フス菌接菌量 容量2cc駒込ピペットで1ccの蒸溜水が20滴になるものを標準ピペットとし，こ
れをもちいて中性ブヰョγ18時間培養のチフス菌浮世宇液を2滴あて各作用試験管問仁滴下した.
6)作用試験管仁チブス菌を接種したのち一定時間ごと仁，即ち5分. 10分， 15分， 30分， 1 
時間， 2時間， 3時間， 6時間， 24時間固に接種試験溶液を正確にl白金耳あて後培養のための
中性ブヰヨン仁移殖し，これを370C，24時間培養してのちチフス薗繁殖の有無を肉眼でしらぺた.
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7)実験期日 1943年 12月18-20日. 8)実施場所東京大学伝染病研究所特別研究室
実験結巣 硫酸二コチツのチフス菌にたいする殺菌カをしめすと第1表の遁りとなる.この表で+
印は後培養試験管が潤濁して菌が繁殖したことをあらわし， 一印は菌の繁殖をみなかったことを意
味する. 対照区とは生理的食塩水仁菌を接種したものである. これからみると記述のような条件の
硫酸ニコチンのチブス薩に対する殺菌効果第 1表
業 l: 濃液
作用時間
対照
+ 
???
1∞0倍
????
5∞倍
??
100倍
+ 
50倍
+ 
+ 
5分
10 
15 
30 
1時間
2 
3 
6 
24 
+ ??
+ 
菌接種量では， 硫酸ニコチツのチフス菌にたいする殺菌力は50傍液では5分間， 100傍液では15
4子問， 500傍液では完全に殺菌するには30分聞かかることがわかる. この場合完全殺菌された区で
は作用試験管から白金主干によって移殖する際に伴う硫酸ニコチンの徴量が後増養仁おけるチフス菌
の発育仁影響を与えたかも知れなUというおそれがあるので，実験に供した最高濃度区すなわち50傍
液の透明な後培養試験管(菌の繁殖をみなかったもの〕仁，後日あらためて該菌を接種してみたが，
Oづれも良好な繁殖をみたので上記のような心配はないことがわかった.
実験 2:酷酸フ工ノール水銀のチフス菌仁対する殺菌カ
酷酸フ工ノー ル水銀は殺虫剤ではなく， 終戦後酷酸フ工二一ル水銀が市場にあらわれるまでは主
に農林種子消毒剤として業界で軍用されていたものである. これの人体病原菌，とくにチフス菌にた
いする殺菌カも検してみたので，一応ここにその成績をかかげることにする.
実験方法 方法は実験1とまったく同じであるが， 作用試験管を調製する仁あたり，各種濃度
の水溶液を無菌的に操作したものと， これをさら仁1∞。C，1時間蒸気滅菌したものとをつくり，
両者lこ夫荷一定量のチブス菌を接彊したのち， 一定時間毎に後培養仁移して殺菌カを比較した.
実験結巣 第2表は加熱滅菌しない酷酸フエノール水銀水溶液の効果をしめし，第3表は加
熱滅菌をおこなったものの効巣をあらわす.
これをみると，両者とも 200倍液では5分以内でチブス菌は完全仁殺菌され， 1，000倍液では5
分間では不完全， 10分間経つてはじめて殺菌される.2，000傍液になると加熱しないものでは作用
時間10分で全く殺菌されるの仁反して， 加熱区では30分経つてはじめて殺菌効巣があらわれる.
同様に 10，000倍液でも加熱区は薬液の効巣が著しく減弱化されていることがわかる. これを要する
仁酷酸フ工ノー ル7k銀剤は1000C，1時間の高熱にたl'しては不安定である.ちなみlここの実験に用
ひた供試薬は三共農薬製「メルクロγ」で，実験施行明日は 1943年 10月29日より 11月3日
仁わたって行った.
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第 2表 酪酸フエノー ル水銀のチフス菌に対する殺菌効果〈非加熱区〉
葵 液 a喪 度
作用時間
100倍 200倍 1000倍 2∞0倍 100∞倍 対照
5分 + + + + 
10 + + 
15 + + 
30 + + 
1時間 + 
2 + 
3 + 
6 + 
12 + 
24 + 
第 3表 酪産量フエノー )1;水銀のチフス菌仁対する殺菌効果〈加熱区〉
事誕
作用時間
波 濃 度
100倍 200倍 1∞0倍 20∞倍 10000倍 対照
5分 + + + + 
10 + + + 
15 + + + 
30 + + 
1時間 + + 
2 + + 
3 + + 
6 + 
12 + 
24 + 
実験 3:ホリドールの大腸菌に対する殺菌力
有機燐製剤ホリドール (diethyl-paranitrophenylthiophosphate)は1952年法透殺虫剤と
してはじめて我国仁轍入されて以来， 二化棋虫にたいする強力な殺虫効巣はめきましいものがあり，
人体ならび仁高等動物にたいする猛毒性にもかかわらず今日ひろく用いちれるに至った. 著者はこれ
が細菌類lこEんな影響を与へるかを知るため{こ， もっとも代表的な無芽胞性樗菌として大腸菌を対
象としてホリドー ルの効果について若干の実験をおこなった.
実験方法 1 )供試菌大腸菌Escherichiacoli c抑制nis(岡山大学啓学部細菌学教室保
存菌除)20時間中性フ井ヨソ培養のもの. 2)供試ホリドール験液 まずホリドール乳剤の基礎
液をつくる.すなわち滅菌蒸溜水で 10%ホリドール水溶液を調製し，つぎに加熱仁よる殺菌力の低
下をさけるために，滅菌済みのザイツ細菌措過器で吸引措過した‘液を無菌的に滅菌試験管に分注
し， 滅菌蒸溜水で 10傍稀釈法によって!恒夫中試験管仁容量 10ccあての 100倍， 1，000倍，
10，∞0倍溶液を無菌的仁調製して作用試験管とした. 3)大腸菌接種菌量 中性フヰヨシ 20
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時間培養の菌液を上記各種濃度のホリドール溶液が入っている作用試験管中仁0.5cc，O.05cc， 
l白金耳とそれぞれ3種の異った菌量を別々仁接種した. 4)作用時聞は5.10，15，30，60分どし
た. 5)供試薬 日本特殊農薬株式会祉発売 Folidol-E605乳剤(diethyI-paranitrophenyI
thiophosphate 46.6%，特殊乳化剤53.4%含有). 6)実験期日 1953年3月12....14日.
第4表 ホリド【)vの大腸菌に対する殺菌効果
藁 波 漫 度
作用時間
10倍 1∞倍 10∞倍 1∞00倍
5分 t t t t 
10 + t t t 
15 + t t t 
30 t t 
く接種菌量1白金耳， 370C， 24時間後培養成績〉
第5表 菌量を異にした大腸菌に対するホリド【)v10倍液の殺菌効果
作 用 時 問
接種商量
5分 10分 15分 30分
多量 (0.5cc) t t + + 
中量 (0.05cc) t + + 
少量(1白金耳〉 t + + 
実験結果 以上の実験方法のもとでホリドールの大腸菌にたいする殺菌カをしめすと第4，5表
の通りとなる. これで明らかなようにホリドール乳剤は大腸菌にたいしては比較的仁殺菌力が弱く，
大腸菌の菌量がもっとも少なし1区でも， 薬液濃度100傍， 作用時間30分ではじめて殺菌的に初
き，また菌量が多ければ10倍液のような高濃度でもなお無効であることがわかった.
実験 4:ホリドールの茄子青枯病菌lこ対する殺菌力
茄子青枯病菌Bacteriul1Is:>lanac叫 m仁対する殺菌力試験は実験3の場合と全く同様である.
供試菌株は大原農業生物研究所植物病理部保存菌株であって，これ仁たいするホリド戸)[1の殺菌
カは第6表にしめしてある. 370Cという後培養温度はこの細菌の発育にはやや高すぎて， 繁殖不
良であるので菌の生死の判定には培養72時間後の成韻をしめした. これによると，大腸菌の場合
(54) 
第 6表ホリド【)vの茄子育枯病菌に対する殺菌効果
薬 液 濃 度
作用時間
10倍 100倍 1000倍
5分
10 
15 
30 
く菌接種量1白金耳， 370C， 72時間後培養成績〉
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とととなり， 茄子育枯病菌はホリドール乳剤仁たいして抵抗力華民， 100倍液では作用時間5
分で完全仁殺菌されるととがわかったが，これには高温の有害作用も加わっているよう仁考えられるの
で，後日機会をみて本菌の発育適温下仁おける場合を追試するつもりである.
要 約
(1)硫酸ニコチン (nicotinesulphate)のチフス菌 Ebnthelatyphosa仁たいする殺菌カは
50倍液では5分間， 100倍液では15分間， 500傍液では30分間で完全に殺菌される.
(2)酷酸フ工ノ戸)[，水銀のチフス菌仁たいする殺菌力は200倦液では5分間， 1，000倍液では
10分間で完全仁殺菌されるが，本剤水溶液を1000C，1時間の湿熱に接触させると，その殺菌力
はやや減損する.
(3)ホリドー ル (diethyl-paranitrophenylthiophosphate)の大腸菌 Escherichiacoli 
communis仁たいする設|薗カは殆んどない.
(4)ホリドールの茄子育枯病菌 Bactniumsolanaceumにたいする殺菌カは大腸菌仁たいする
場合より強力であり， その100倍液では5分間で完全に殺菌されるが， 1，000倍液では無効であ
る.
終り仁本研究仁関し便宜を与えられた遠山祐三， 西門義一， 村上栄， 佐藤庄太郎各博士仁
翻意を表する.
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